
様式３

学校番号

令和 8

〇農業や関連産業に関する専門的な知識や技術を身に付け活躍できる力

〇起業家精神を持ち、地域の諸課題を主体的・対話的に協働して解決する力

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

農業の専門教育の充実を図り、農業クラブ活動におけるプログラム発表を充実させ、全国大会出場を目指
す。糸島食育道とワンヘルスの連携などの地域との連携活動を推進し地域課題の解決と起業家教育を進め
る。

人権・特別支援教育の視点に立った教育の充実。基本的生活習慣の確立と規範意識の高
揚を図るとともに、生徒情報を共有しながら、多様化した生徒に応じた教育の推進。

生徒支援委員会を中心に生徒情報を共有しながら、多様化した生徒に応じ人権・特別支援教育の視点に立っ
た教育を推進する。いじめの早期発見に努め、その防止と撲滅を推進する。

学校運営方針

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 糸島農業 高等学校

生徒への適切な支援と指導を行い、生徒一人ひとりを大切にするとともに、学校集団としての連帯感を高め、コミュニケーション能力を高めることで社会性を育み、心
豊かな人間形成を目指し、従来の教育活動の点検・見直しを図ることでより質の高い教育活動を組織的・計画的に展開する。

学校運営計画（４月）

評価
（総合）

・学習指導・ICT活用

　反省： 授業満足度は高いが、生徒間の学力差やICT活用の深度にバラつきがある。

　改善： 「スタディサプリ」の活用で個別最適な学びを推進し、思考力を深めるICT活用を研究する。

・生徒指導・学校行事

　反省： 行事の達成感は高いが、事後の意欲維持や自転車ヘルメット着用率に課題がある。

　改善： 振り返り活動を充実させ学習意欲へ繋げるとともに、生徒会と連携し交通安全指導を強化する。

・進路指導・広報

　反省： 進路決定率は高いが、HP更新の滞りや低年次からの意識醸成に課題がある。

　改善： HPを刷新し情報発信を迅速化する。キャリアパスポートを活用し、早期から計画的な指導を行う。

・教育相談・人権教育

　反省： 精神面の悩みや合理的配慮のニーズが増加しており、組織的対応の迅速化が必要。

　改善： サポートシートの早期共有とケース会議の定例化により、全校的な支援体制を構築する。

・地域連携・専門教育

　反省： 地域連携活動は活発だが、学科間の横のつながりや対外的なブランド化が途上。

　改善： 令和11年度の農クラブ全国大会を見据え、学科横断プロジェクトと情報発信を強化する。

入学から卒業まで一貫したキャリア教育の充実。将来の夢や人生設計を見据えた希望進路の実現。四
年制大学への合格に向けた進学指導体制の充実と就職希望者の１００％希望進路実現

ウェルビーイング実現に向け、将来の夢や人生設計（短期・中期・長期）を見据えた希望進路（起業者志望を
含む）の実現。四年制大学（特に国公立大学）の総合選抜型・学校推薦型入試に対応した受験指導の確立と
公務員希望者対策の確立、民間企業就職希望者対策の徹底を行う。

教育活動全般の体験活動をとおして、鍛えて、ほめて、生徒の可能性を伸ばす
教育の推進。

授業、学校行事（糸農マーケット、体育祭、糸農祭等）、地域との交流活動、部活動などの体験活動を通して、
コミュニケーション能力と自尊感情が高い生徒を育成する。生き生きと活動する生徒の姿をＳＮＳ等で発信す
る。

農業教育活動（専門科目教育・農業クラブ活動等）の充実。糸島食育道とワンヘルスの連
携などの地域との連携活動の推進、地域課題の解決と起業家教育の推進。

ＩＣＴツールを活用して個別最適化を図ることによる基礎学力・社会的実践力の
充実。主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進。

授業・各分掌において、ＩＣＴツール（スタディサプリ等）を活用し、教育内容の個別最適化を図ることと主体的・
対話的で深い学びの実現に向けた授業改善のため、職員研修の充実を図る。

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

　「時代の変化に応じた農業教育を通して、地域の未来を支える人材を育成する学校」
　安定した食料生産と環境の保全、地域資源の有効活用の観点から農業や地域社会を考える主体的な課題解決型学習
を通して、社会のリーダーとなって地域や農業の発展に貢献する人材を育成します。

〇農業全般・園芸・動植物・食品・家庭生活・地域資源に興味がある人

〇糸島地域が好きで、地域について学び、地域で活躍することを目指す人

〇糸島市を中心に産・学・官が連携した地域に開かれた教育課程

〇ワンヘルスなど共生社会の実現や地域資源の活用に関する教育活動
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様式３

教育実習生やインターンシップ生
に聞き取りアンケートを行う。

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

教　　務

生徒指導

行事についてのアンケート

事前・事後のアンケートを行い、生徒の心身の状況を把握し、生徒理解に務める。

体験入学参加者へのアンケート

授業アンケート項目「主体的に学
習できた」

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

体験入学の内容を周知するために、パンフレットをホームページに掲示する。

体験入学後のアンケートで、本校に興味を持った中学生の割合９８％以上を目指す。

中学校訪問において、本校の魅力を伝えるとともに、在籍生徒の情報交換を行う。

小論文指導や面接指導の計画的・組織的な実施を行う。

いじめアンケート・学校生活アン
ケート・保護者用チェックリスト

部活動の活性化のために、指定部活動
の充実を図る。また、学校広報活動に貢
献する。

部活動の活性化を図るため広報課と連携を行い、SNS（インスタグラム等）やHPで取り組みをPRする。

特色化部活動で加入している生徒の動態把握と部活継続の支援

部活動フォローアップ調査から、生徒のためになる部活動の実施を計画する。

体育祭、糸農祭などの行事で生徒が、自主的
に取り組み、達成感や充実感を味わうことがで
きるような行事の運営を実施する。

各行事について、事前・事後のアンケートから、安全・安心な運営を行う。

学校行事の活性化のために、生徒主体を支え、後押しする取り組みを組織的に行う。

進路指導

ICTツールを活用しながら、主体的・対話
的で深い学びの実現に向け授業改善し
ていく。

ＩＣＴツール（スタディサプリ・生成AI・タブレット端末）とプリントを併用しながら、より効果的に学習指導・支援する。

授業アンケート結果を活用することで、教師の授業改善と生徒の学習改善につなげる。

学習の個別最適化を図り、グループワークも取り入れ、主体的に学習できる生徒を増やす。

本校の教育活動の魅力を理解してもらうため
に、体験入学等の広報活動を充実させ、本校
への入学希望者を増加させる。

担任、教科主任へのアンケート
特別支援教育の視点に立ち、多様化す
る生徒の情報を共有し、必要な支援につ
なげる

・配慮が必要な生徒の情報共有を密に行う（担任・教科担任等）

・生徒とのコミュニケーションの中で困り感を確認し、SC,SSW等を活用するなど、必要な支援につなげる。

・来室時の基本的生活習慣の確認から保健指導につなげる

３年生保護者へのアンケート
生徒のキャリア形成に資する学習機会を
充実させ、将来の進路を主体的に選択す
る力の育成を図る。

探究活動と連動させ、職業・進路に関する情報収集や調査の方法を習得させる。

キャリア教育の体系的取り組みの構築と可視化を行う。

インターンシップ等の体験的な学習機会を計画的に実施する。

保　　健

生徒への事後アンケートの実施
進学・就職共に、生徒全員の希望進路実
現を目指す。

学級担任や各学科との連携を密に行い、生徒の進路に関する情報を共有する。

スタディサプリを活用し、キャリアサポートを管理し、個別進路に対して最適化のための支援を行う。

美化委員へのアンケート
清掃を徹底し、ゴミが落ちていない美しい
学校を目指す

・ゴミの分別（クラスのごみ箱にペットボトルは捨てない）ルールを守る

・清掃時間を守り時間いっぱい清掃を行う

・美化コンクールの活性化を図る（美化委員の活動活性化）

行事や式典等の事後アンケート
学校行事等の充実と状況に応じた円滑
な運営を実現する。

学校教育目標に従った行事の企画・運営を円滑に図る。

学校安全の観点から各行事の安全管理意識を醸成する。

ICT機器の有効活用を推進し、学校行事の円滑な運営を支援する。

PTA活動内容アンケート
PTA活動の活性化、円滑化に寄与する
支援を実施する。

PTA役員会・常任委員会の活動を支援し、各行事等に関して積極的な参加を促す。

PTA役員等と協力的関係を保持し、人的援助を享受できるよう取り計らう。

PTA・同窓会との連携を通して、教育活動の高揚を図る。

職員研修後に満足度アンケート
を実施する。

校外研修（オンラインも含む）をポータル等で紹介し、教育力の向上に寄与する。

相互に授業を参観する期間を設け、学校全体で主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に取り組む。

教育実習生やインターンシップ生を積極的に受け入れ、農業高校への理解につなげる。

若年教員の指導力育成及び向上に繋がるように指導教員と連携して研修の計画、実施を行う。

企画庶務・情報

研　　修

時代の変化に対応して教員に求められ
ているスキルを習得できる研修を提供す
る。

ICTツール（AIやスタディサプリ等）を適切に活用できるように職員研修を柔軟に実施する。

特別支援教育の視点に立った研修の充実を図る。

次代を担う人材の育成のために、多面的
に支援できる体制を構築していく。

2 / 3 ページ



様式３

第３学年

各種行事や活動時は、全員に一人一役を担わせる。

学校行事に関するアンケート

・朝トレの時間にスタディサプリ等を活用して、学力定着を図る。

学校生活に関するアンケート

月計画を立てる際に学科主任等にも起案し、各月の学科別または農業クラブ関連のイベントを確実に把握する。

体験入学参加者へのアンケート
(ホームページの閲覧場所等)

農業クラブ活動の指導体制を強化する。

目指す学校像にもとづいて行事・教科・学科・
人権学習の中で人権教育の実施する。

本人の責任ではない理由で就学困難な
生徒を支援する。

・学校内外における規律を守ることがで
きる生徒を育てる。

人権･同和教育

・本校の実情に合わせた人権同和教育年間計画を作成する。

・各授業、各行事で事後アンケートを実施し、技能的側面、態度的側面の向上をはかる。

・人権学習を活用して知識の理解度を全体の７０％以上にする。

・生徒情報共有シートを活用し、人権・同和教育生徒支援委員会で生徒情報の用する。

職員・生徒・地域を対象としたア
ンケートを実施する。

HRや学年集会などで生徒を主体として進行や話をする場面を設定する。

意識の低い生徒には、教員からのアプローチでやる気を引き出し、仲間と協力する態度を養う。

キャリア教育部及び学科・各教科と連携して個人面談を計画的に行い、進路実現に向け主体的に行動させる。

進路に関するアンケート一人５回以上の面接練習を行い、コミュニケーション能力を高める。

進路希望調査の結果をもとに、生徒に的確な情報を提供する。

学校行事を通して主体性・協調性を養成
する。

進路実現に向けた指導の充実を図る。

・提出課題を設定することで、家庭学習の時間を確保する。

・時事問題等に触れさせることで、社会の流れを把握できる生徒に育てる。

第２学年

・新聞の切り抜き等を読ませ、語彙力の向上及び社会の事象に興味を持たせる。

学習活動に関するアンケート・家庭学習を更に推進し学力向上を図らせる。

・小論文模試を生徒の一つの目標とさせ、文章力を向上させる。

・挨拶、身だしなみ、授業に取り組む姿勢について、自らが判断し行動することができるように指導する。

生活習慣に関するアンケート・社会人に必要な力の一つとして期日内に提出物を出させる指導を継続する。

・インターンシップや修学旅行等で未知の体験をすることで、将来のことをしっかりと考えられるようにする。

・基礎学力の定着

・社会で活躍するための学力を付けさせ
る

・社会人としての生活習慣を養成させる

第１学年

・授業中に落ち着いて授業を受けることができるよう声掛けや見回り等を行う。

学校生活に関するアンケート・遅刻、欠席等が増加傾向にある場合、保護者と連携して指導を行う。

・身だしなみを整えることや、挨拶の徹底を学年全体で指導する。

月計画と月報告を利用して、ホームページ等に掲載する予定内容と未掲載の内容を可視化する。
教職員向けのアンケートによる意
見集約

レイアウトやコンテンツ、改善案等の集約を行い、業者のサポート等を使いながらホームページ等を改良する。

SNS等による広報活動の対象者別・方法別の充実

広報に使用するイベントの情報や、広報
用の素材集めを効率化する。

地域連携の深化と学校全体への展開を
行う。

広　　報

ホームページ等の活性化や更新度を向
上させるためのシステムづくりとその改善
を行う。

農　　務
成果の発信・振り返りに結びつける仕組み（HP,校内資料）を充実させる。

令和１１年度全国大会に向けて、役員育成を見据えた年間計画と役割分担を明確にする。

役員・評議員会の機会を定期的に設け、クラブ員活動に関わる場を増やす。

外部組織と連携して研究内容の充実を図る。

人権学習時のアンケート

学校生活に関するアンケート・奨学金等を必要とする経済的に困難な家庭の生徒について情報を収集・共有する。

・人権・同和教育・生徒支援委員会にて、月に1回以上生徒の情報集約を行う。

田植えや稲刈りをはじめとする大きなイベントでは、広報課が写真撮影に入れるように事前の情報収集と時間割調整を行う。

写真フォルダの整理と、写真掲載不可の生徒の周知を徹底する。

各学科の地域連携活動を整理・共有（内容の一覧化）する体制を整える。
職員・生徒・地域を対象としたア
ンケートを実施する。

学科や学年で横断的に取り組む活動を設定する。

事務室

適切な会計処理

現金取り扱いの明確化と適切な現金管理を引き続き行う。

農場及び施設・設備管理業務の充実

危険性や必要性の度合いを考慮し、計画的な施設設備の改善に取り組む。

経験則に頼ることなく関係規程に基づいた会計処理を徹底する。

予算執行上の'公費私費の明確化や物品等の適正管理について職員に対し適時情報を発信する。

分掌や職種を超えた連携を進め、効率的で効果的な農場管理業務の執行体制づくりを目指す。

学科や農務課との情報共有を積極的に進め、農場予算を適切に策定・執行する。
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